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北海道根室地方に於ける牛の血尿症に

闘する病理組織率的研究第 II報

大林正士・菅野静馬・大村陽二郎

〔北海道大与さ農拳部獣留争科比較病理筆致室: 主任 山僧三耳j)童生授〕

Histo.pathological Studies on the Bovine HaematurIa 

in Nemuro， Hokkaido. II. 

MAHASHI OUBAYASIII， SIIIZUMA SUGANO & Yo.JIRO OUMURA 
(The Laboratory of Veterinary Pathology， Faculty of Agriculture， Hokkaido 

University， Sapporo. Chief: Prof. Dr. S. YAMAGIWA.) 

I緒 冨

我々は第1報に於て北海道線室地方に多設す

る牛の血以症に就て病組組織撃的検索を行い，本

疾患の病話、が時抗にのみ限局し，ー日.ワ出血を特長

とする慢性出血削除脱炎で'(Iうるとと，及び諸程の

胆揚性礎化が屡々認められるととをIljjかにした。

又同時に根室中標津居場に於て採集した牛材料を

検索して，臨床上著謎をiIJとくにも拘ら歩、極めて出i

率 (69.4%)I'L単純性肱z脱炎が観察され， 而も共の

援化と血尿症例脱i脱税t化との1mに移行像のある事
を主sぺた。
我々は然し乍ら，本症約鑓を良く理問ュする矯

には出来得る限り根室以外の他地万の牛をも検索

して比較検討する必要を感やるに至った。そとで

今回は札幌居・場に於て各地から集まってくる牛を

無~持的に調夜の主J照に選んだ結果， ~長室血尿症

の病理事的余nJi!.をと大いに鏑充ずる事ーが出来た。

E 検査材料及び検査方法

札幌屠i羽に於てU!4;f1122 "1'. (i Hから，.u10月迄
及び昭和 22~l=' 12月から翌昭和12:i年 3)j迄の雨

期間に無5iJl持に 289例を検索した{長1人

跨肱は1M'枕頭部で切断して呼集し，内容検査，

張膜商翻察後，阪国正中械に沿い隣尿管部迄鋲を

用いて努開し粘膜のM態を調べた。
採集材料に就ては，ホルマリン固定，パラプ

イン包埋を粧て，ヘマトキシリン・エオジン重染

色，ワイグルト弾力識%ft染色，ワン・ギーソン限

原織品:ft染色を施して顕徴鏡検在に営てた。

E検査成績

A)腸脱病盟記載

!時抗に種々の約鑓が見られ，一部のものは肉

限的にも極く判然としているが，一般に組織事的

検主によって初めて病鑓の性格が鮮明に極別され

得るものが多い。

1)単純性特脱炎

検査時抗に最もi吉i率に見出された主要病鑓で

るり，病理組織撃的所見I'l:.基き病期に従って急;性，

Eた急性， 慢性及び治癒期の 4朋に分類し得る(記

載中のCJ内は検夜例番蹴L
a)急性脱z枕炎

肉f!1~P斤見:著f迭を扶くが一般に壁は弛緩して

rHi.く，粘膜被袈保は不明瞭， j字|毘・充血・ノj、IH血
斑を1'1'う例が多い。尿は大部分の例に中等;度のj因

調を認めた。

組織所見:循環障碍と細胞説潤とによって特
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表 1. 札幌居場材料一覧〔例扱〕

ぷ也|官 日震
後 l石|空|脅|上|日 l十|釧|根 ま|雲 I? I 計f長 志、狩知樹川高勝 E書室

4 3 8 

2 7 2 2 日 18 

3 20 2 29 

4 2 18 2 2 3 2 30 

ラ 2 2 19 2 1 3 5 2 37 

6 2 20 3 2 3 4 39 

7 7 2 l 3 2 2 予 26 

8 8 2 6 2 6 3 31 

9 8 2 2 2 2 19 

10 6 3 l 2 14 

11 4 2 3 13 

12 2 3 

13 2 

14 I 2 4 

守 2 12 16 

計 1 1 1 9 I 3 1127 1 111 14 1 10 1 14 1 17 1 20 1 3 I 30 I 5 I 25 I 289 

長づけられる。閏有居・粘膜下織に浮腫と細血管

の横張充畳が口立ち，屡々ノj、出血が観察される。

浸潤細胞はj休巴球を主とし，調設性浸潤の形をと

り，或る例でほ毛細血管局H存i性の疎且つ限界不明

瞭な結節欣集族をi昆やる (H.72， H. 78Jo if，J淋巴

球の他，エオジン好性及び中性好性白血球の目立

つ例もるる (72，127， 131J。粘膜上皮は普通著鑓

友く，稀に制再生 (H.72J及び細胞浸潤を認める。

b)弐急性時抗炎

肉眼所見:壁の弛殺して非薄なものと，軽度

に肥厚して粘脱披境の太く明瞭なものとがある。

多く粘膜充血あり，座ー々ノj、出血斑をwい，之等循
環障碍は時に巣~大に認められる。浮腫頻護し，尿

管柱は淡jJf.色』琴線感を興える。内容は多〈なく若

手例に軽度の掴j萄を認める。

組織所見:粘膜上皮は不完全壊死・剥離の見

られた僅少例 (41，H.82J を除けば~~~f.ろ 1字く増殖

性である。固有厨・粘膜下織に肥!享起り，織部1;芽

細胞及び血液を充致した多数の新生毛布日血管が目

立ち，浮胆1ーは特長的で時に (H.82J Ji1般に現われ

る。数例に血管)，fillli'.¥性11¥血あり，時に捨鈍前11胞を

見る。設i['lJ*'ill 胞は i:に iH巴球で少数の多型tid~::]血

球をi見守る o 血管夕刊丸*，)11胞は屡々前性化して服k

同形化を示す。高lij胞成分は欄段位泣i問の他に諸所ー

に限界不明瞭な細胞集絞ーを作り，更に綿貫な結節

に移行するが，かかる*'lsn包巣は血管と特接な悌i係
を有し，叉巣内には勝原織維が誰明される。叉集

族民は屡々形質細胞によって椛成されている。

c)慢性!時脱炎

肉眼所見:一般に壁肥厚し，粘膜は鍛袋太〈

託巾し，表面はj骨津硬固感を興える。屡々浮腫性

でるり殊に保管柱部に強い。粘膜は多く充血の~

~ji.く紫紅色を帯び出血頻設し，禰漫・散殻或いは

呉服に見られる。若干例に尿i凶濁がるる。

組織所見:固有清・粘膜下織に血管新生の強

い織材1;性肥厚が特長的で，時に弾力織r.ll;増生もb

る。血管は屡々挫の肥!手をf'1~ うが→般に蹟~K充盈

している。 IH血が肥!宇部及び料iH見直下に頻設し局
所粘映は時に制!向性ーする。淋巴球浸i問は血管と平行接

な附係を有し結節形成の傾向を示し，中には所謂

泌胞性跨脱炎の{象を1tiする例がある (H.60J。 粘

膜上皮は一般に増殖性で、あって屡々隠高欣に粘膜

下に入り込む。

d) 治癒具~j(押収下肥!手)

肉!IJ{)リi'見:著鑓をWJし難いが， )j五ー々車:~~度の壁

肥!手，料î~に於けるた小IH血斑の1lx ・桁護が認め

られ，時にかなり者l閃な肥巧(j感と強い*M児敏袋形
成をwう。
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組織所見:I孟l有厨・粘膜下織殊に前者の織%1&

性肥1字を主とし萎縮性血管見られ，荊授は時に

限局性である。充出血かなり多く，浮)]重は殆んど

ない。細胞浸潤は一般に程度か又は快除し細胞は

淋巴球でるる。単に弾力織%ft増生を伴った繊維性

肥!享のみの例もるる (H.68J。

2)侭脱性跨脱炎 H.51，ホルスクイン， ♀， 

7歳，網走産。

肉Hl~所見:曜は約 4cm に肥厚し， ;f(j脱帯黄

色を5¥.Li手短強く，底部・三角部ばj穆様且つ不規

則に隆超して高度の充出血あり，米1ら7:大前後白色

乃至椋褐色の侭肢を附し，尿は血液を混じi困濁し

ていた。

組織所見:粘膜は一般に増借住で、厚く，諸所

で隠話放になって!保)]jjJ.性鑓化を示す。粘膜下に高

度の浮腫性肥厚及び、毛細血管新生があり，粘膜直

下に高度の出血が認められる。 11キ巴球が摘漫性及

び大結節月たに見られ，その1mに移しく形質細胞及
び組織球を混歩る。粘膜扶1nmには赤血球と按}生
設i間制胞からなる慌肢を被る。病患1から言へば次

急性炎である。

3)寄生品位跨庇炎

第 1例 H.172，ホルスクイン， 'f'， 7歳，札

幌産。

肉眼所見:壁の肥1手・浮!j重・荒ー緑色調・粘疑

膜面の出血斑干弁護及びセグリリア幼若品をwった
21同の惜指頭大硬結部を認めた。

組織所見:念性炎f染者三示し，全壁に出i度のエ

オジン好'性白血球浸潤と浮)]重があり，晶体)よ11討を

控性浸潤細胞が套欣に取り|刻む。

第2例 H.122，ホルスクイン，♀， 10歳，

1iJ11路産。

肉限所見:底部右側と弘、妊子官とのlillK繊維

性癒着あり，泊所-脱z脱控は約 3cmに肥厚し， 同

時に粘膜も局所は雛壁便岡且つ太く隆也し，中心

部は乳瞬般となり出血斑があった。肥厚部は肉芽

組織で、中心部に淡此紘色i鼠乳椋物をおltしていた。

組織所見:'I~十t限Pd'tl1'恋肺炎のキH織像を示し

肉芽組織形成が聞く，中心部には品休は見岱らな

いが，退行性窃化の著しいヱオジン好ft/':!Jfn.球n'r:

がマクロプアーゲンをi昆じて認められた。

第3例 H.130，ホルスグイン，♀， 5歳，

石狩岡賢島産。

肉眼所見:尿は透徹し白色浮泌物を混じ粘

膜は次黄色，小血制々在し，粟粒大結石21間基うり，

尿管閉口部は充血浮腫がるった。

組織所見:輸尿管開口部粘股上皮細胞の増殖

あり，細胞内に大型のコクシジウムオーシスト寄

生し，粘膜下に淋巴球泣i問るり組織球を混じてい

た。局所以外では治癒期肱z脱炎所見が観察された。

4)臨場性秘化

a)血管陸

肉H民所見:限同性赤色小隆起で、限界明瞭であ

る。 例へば H.165(ホルスダイン，♀， 5歳， 札

幌産)では， 粘膜諸所に栗粉，:)う至米村1.大淡赤色隆

起として 15個認められた。

組織所見:;fIjH!~下紘一に強張克盈した毛*ílI血管

群が海副i欣血管腫椋に集まったもので，屡々出血

が認められ而も高度で、ある。

b)織品j[;腫

肉眼f叶見:友而j骨惇ーな硬い/j(白色同形丘7!k隆

起であり，大きさは粟1立'i大前後，大きなものでは

小豆大に注する CH.124J。指頭で利i肢を移動させ

ると粘脱と共に勤き，割問iは次白色を51する。 1

例に 1)う至数{附，時に 10側にも及ぶ (H.178J。

組織所見:ヘマトキシリン淡染性の錯走する

繊細!な結締織融市j[;からなる織絡な需品百で，限界明

瞭，普通*iH胞浸潤引決き，萎縮血管少数を見る。

粘膜直下に位置し，迅常~r碍えに粘膜を被るが亦屡

々之を~Vèくととがるる。

c)腺睡'Et礎化

肉眼的に判然認められぬ杭度のものでるった。

組織f汁見:*8lli上皮細胞増摘の強い失急性乃
至慢性炎に於て親祭される。上皮が粘膜下織に向

けて隠笥7!J¥に陥入し，細胞は大きく，原形質に空

i臼dうり所によって粘液形成を示し，中には嚢胞形

成を来たした例もるる (H.120J。

5)結石

白， 1主的jう主制色，初i く 1i~*Hl なもりから栗1'，1.

大に王るもの迄あり，一般に硬い。 1;う至敢11[，1容
れる例が多く時に 50)I;?T. 60例を数へる。一般に

粘膜に軽く附着して散在し，時に*状に桁集する
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(H. 128Jo 

句集臨

屡々粘膜及び衆院下に気臨形成がるり，粘膜

下全般に亘るもの或いは小指頭乃至鶏卵大のもの

等がある。多くは粘膜也下に位置し，組織塁手的に

は全く無反!鹿である。死時期jう至死庇後の所産と

思考される。

B)醇脱病塑に闘する統計的事項

1)勝抗炎の強さの!時脱部位別による差

三角部， 尿管桂及び休部に就て 45例で炎の

程度に差是うりやを調べた結果，三角部及び尿管柱

は同程度であり， 且つ之等・の部分に病鑓の強い例

多く，就中急性イタ~Jで茜しかった。一方体部に抗鑓

の強い例は慢性化したものに多かった(表 2)。

表 2. s秀脱炎と勝脱;i聡1ftとの関係

勝脱炎 I8.，，，，" I''''~L"".I "".，"'" L'，.z._unl ¥¥ i念性快念閥慢性|治癒期l計極化分布¥¥¥ I "u.-.，.:t:; ["/、 I LXI.L I' Qzc..'¥::i"'JI 

三角・尿管牲に強し

各部一様

体部に強し

計

2) 蹄脱炎の殻生頻度

8 I 22 

8 I 16 

3 I 7 

19 I 25 

a) 289例中時抗炎の認められた例は頗る多数

で60.6%にも及んだ(去3)0

表&勝脱炎溌生率

i急性片付叫治癒期|紋| 言十
例数 I 9 

% I 3.1 

b)飼育地別費生頻度

289 

100 

10例以上採集された地方に就て調べた地方別

表 4.地方JlUs華脱炎古車生頗度

、、』主担型2型!;桝石硝吋狩判;空知伽l同留胸判|凶凶凶Uυ削け山|
病糊期 \型思~I山判[11川[14[10[14[17[ 却 [30 
急 i全 日 O 。O O 

次 念 f立 8 2 1 O 2 2 3 

i生 21 5 2 1 6 8 日

Y台 l@t 宣月 37 3 5 ? 4 4 5 1 16 
計 10 8 6 1 5 

% 55.9 90.9 57.1 60.0; 35.1 70.5180.01 80.0 

査芝生頻度は表4の如くでるる。

c)年齢別護生頻度

年齢を重ねるに従って殻生率は上昇する(表

5)0 

表 5.年齢別勝脱炎溌生.頻度

、~櫛抽} 1-か4[5-6[7-8
26[ 59 [76[57[ 33 [ 16 I 6 

e与也品. 性 3 2 O 

次急性 3 6 6 3 2 。
4慢 作. 3 61 15 13 7 2 3 

治癒期 6 22 24 14 12 5 

言『 11 34 46 35 22 10 5 
% 42.3 57.6 60.5 61.4 66.7 62.5 83.3 

d)季節別肱)此炎鼓生頻度

:夏及びさちを中心とした 4-9月及び 10-3月

の2期に就て比較したが，冬季の方が出i率で慢性

炎多く， 夏季には治癒JtIJが座倒的に多かった(去

6)。

表 6.季節別腸腕炎五更生頭皮

4-9月(125例)

10-3月(164例)

c)性別設生頻度

計(%)

72(57.6) 

103(62.8) 

!fl:L¥ムは 17例持集されたが その内6例は輯

であった。肱i此炎はな性1，:j(な性1，t~t主 2，治

癒m.J5，計9例 (52.9%)に視察された。 QPち牡では

設生率が低く而も治癒lりjが主なのである。

3) )時肺炎と他病竣との除!係

l腺IjA:性右目i院経化は戎急性及び慢性肪肺炎Dみ

にJ!られ，血管臨礎化は次急性・慢性炎例に多く
織材[;iJ)立縫化は治癒期j及び慢性炎例に多設している

(去 7)0

表 7.n華航炎と他病噛との閥係

¥¥F期|急性|次急性|慢性 1治強制非勝|計一¥¥¥I.t.iõ~ I:t:. I I 1:.iC1.:t: IfUZ¥.'.:.'.::'vJj脱炎|
病毘¥例鍛 9 I 23 [ 57 [ 86 い14I 289 
血管艇 I1 1 I I 2 
繊維 JJ重 I3 1 I 2 I 6 

腺股 IJ I 3 I 4 
結石 I1 I 5 I 8 I 11 I 1川 35
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B)肱肱以外の主要臓器の病賛

検索例に就ては勝脱の採集と同時に努めて他

臓器をも観察した。方も肉眼的盤、化に主眼を置い

たものであり，採集初期には病理組織撃的検索を

も行っている。その結果は蹄脱以外の臓器には特

に注目すべき病援を具へた例を見出す事は出司えな

いので、ある o

百考

A)本L幌屠場例に就て

接

上越の成績によって北海道に於ける牛の跨腕

前境及び共の頻度の杢貌が明らかにされた。

跨脱病援の主位を Iljめるものは阜純性脱z脱炎

でるり，組織像に従って急性，ヨ欠乏ャl笠，慢性及び

治癒期の 4期に分ける::tlf.が出来た。病鑓を支配す

る主要素は細胞成分の出現と粘膜下に於ける織惟

成分の増加佐ぴに循環時時であって，細胞成分は

病胡の進展につれて足形成に移行し，織.f.tt成分は

織~jt性肥厚の形で現われる。との間に血管新生が

特長的で、dうって，三大急性及び慢性例に著明に見ら

れ，治癒AAに至り萎縮退化するのである。

屠場材料に於でかかる蹄杭炎が極めて『白i率に

見出された::tJ~買は注目に偵し，牛に闘する限り肱;

脱炎抗H患の機合及び素因は大であると言い作る。

慢性炎に於ては出血が頻設する。粘肢も増殖

性でるり，粘膜下には織*-j[;t問巴!享が聞い毛細血管

新生を伴って現われ，一方拡2脱そのものがI炊縮fIIl

展の激しい臓器である需に容易に出血を来たす諒

である。更に血管Il車註びに織維llill性務化が勝抗炎

の慢性化につれて頻護する結果出血に拍車をかけ

る事は言う迄も無い。

屠場材料では然し乍ら経過から見ると，一般

に治癒の傾向を示す事は否めなく，殊に夏季材料

に共の傾向はiJlliく，一骨文的に言って牛は尚至容に肱z

脱炎に抗Ii¥患するにも拘らや多くは軽い病鑓の下に

臨床症t{}cも軽いか或いは殆んど認められる事なく

治癒に向って了うのである。

1É~股性I!対抗炎が 1 例認められたが，之は牛で

は細菌性腎孟腎炎の際に屡々見られる援化である。

但し本例は不幸にして細菌撃的検索賓施の機舎を

逸した黙は遺憾であった(JONES& LITTLE(1925)， 

市川・小野(1934)，小野(1934))。

寄生品性跨脱炎3例中， コクシジウム寄生例

は病理撃的には著鑓を扶いていたが， SCI叫RRER

(1930)が牛の血尿症原因にコクシジウムを拳げた

報告を行ってゐり，原因・準的の憤般の軽重は別と

してもーj恵目を惹く仰jである。赫AA詰寄生に原因

する急:性出血性跨肺炎は報告例が無しその賠我

々の検索例は興味深いものでるった。

B)根室血原症との関係に就て

第 I報に於て根室血尿症の病玉県組織撃的所見

が明らかにされたが，要するに，根室例では粘膜

下肥厚と毛細血管新生の高度な慢性勝肺炎に血管

臨・融持!;腫・腺腫・字L噴腫:等の腫母性控化が頻護

し，出場を来たすぞJEの複雑化の強い出血性変化に

官んだものである。

扱て根室血尿症肪脱と屠場跡脱とを比較する

と，後者は遥かに車純ー且つ軽度主主建化を備えてい

るに過ぎないが，然し乍ら根室の血尿症材料に於

て軽度例と重度例では雨者聞に移行像が認められ

ているように，血尿症軽度例と札幌屠場例中の出

血を伴う慢性時脱炎例とはかなり程度の差がある

にも拘らす宗本質的には主はないのである。f:lpち結

果像は隔絶の感を抱かせるが，形態護生準的に考

えれば元来別例のものではなくて，札幌屠場例で

は鑓化が軒.く一般に治癒に向うのに反して根室血

尿例では複雑草稿化の傾向が強いのである。

根室中標津屠場での検索では第 I報に於ける

如く高率に跨脱炎が認められ，叉治癒期例も少な

くないが，胞握手i主竣化の高率な事賞はかかる複雑

化が根室地方の例に多い事を示している。

以上第I報註びに本第 II報によって，根室血

尿症と根室以外の地方に於ける牛例とを比較し，

牛では単純性時脱炎が意外に肖主容に護生ずる事と

かかる肱i脱炎と根室血尿症に於ける!民z肺炎とが形

態琵生態的に同一範障に入るべき事，及び一般に

は肱z脱炎が治癒に向5傾向あるに反し根室例では

更に複i'iItnU!3に進展するに過ぎない草:が判ったo

111に此所に於て，根室では特に病を複雑化せしめ

る環境問子に官んでいるとよ与える事がH-I*るので
ある。
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V結論

札1院屠場に於て 289例の午を無法持的に検索

し根室血尿症との比較検討を行った。

札帳材料で共の事が判った。

1.蹄脱病礎として急性・弐急性・慢性及び治癒

期の4病期を主IJする単純性!時脱炎が高率(60.6%)

に見出され，慢性例に出血性鑓化頻獲し叉血管

腫・織品w臆・ l腺1重労;の性格を持つ控化が次急:性乃
至慢性例に多く見られた。その他に慌脱性及び寄

生品性時脱炎の若干仰jが認められた。

2. 時抗炎性鑓化は尿管柱及び三角部I'C強い傾

向がるり，肱i肺炎は冬は瓦よりも多護L，瓦は治

癒に向う o 又年齢を重ねる程高率に見られ，牝で

は牡よりも多設する。

3.札幌屠場例中にも根室血尿症と同様に僻轄

すべき慢性出血性1時脱炎が見られた。

4.時抗以外の臓器には特記すべき鐙化は見出

されない。

以上の検来結果者三基にして根室I古tM症と札腕

居場例との閥係に就て，次のjl'賓がIl[jらかになっ

た。

1.午では車純性肺脱炎が樹めて高率に見出さ

れ，一般に治癒に格る傾向があるが，根室血尿症

に於ては複雑草篤化を来たす。

2. 根室例と札幌屠場例との)捗脱越化は，形態

殻生接的には同じ範鴨に入れられるべきものであ

る。

3. 形態護生率的血尿招ラ~原因としては，新生

血管を伴う粘膜下肥厚と腫揚性礎化がるる事を重

i闘すべきである。

4.根室地方で特に血尿症が多設する王宮、は，同

地方に特異な環境因子の軍複を充分に推測せしめ

る。

格りに臨み，絡始御指導を賜った山極教授に

深く感謝致します。
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Resume 

We investigated indiscriminately 289 bovine cases， which were collected at Sapporo Slaughter House 
in 194i and 1948 and compared them with th巴 haematuriacases in Nemuro. Studying the bovine cases 

of Sapporo， we obtained the following results. 
1. As lesions of urinary bladders， cystitis simplex which are able to be divided into 4 phases， acute， 

subacut巴， chronic and cured are identified in high ratio (60.696). 1n chronic cystitic bladders haemorrhages 

are frequent1y observed and in subacute or chronic cystitis， haemangiomatous， fibromatous and adenornatous 
changes are oft巴nconfirmed. Besides， several cases of pseudomembranaceous and parasitic cystitis are 
observed. 

2. The cystitic lesions are liable to be sevcre in trigonum and columnae vesicae. The cystitis are 

more frequent1y secn in the winter than the summer and in the summer the cystitis is cured easily. 1n 

aged animals， the cystitis occur more frequntly and the female animals show the lesions in more higher 
ratio than the male. 

3. 1n the material of Sapporo， the cases of chronic haemorrhagic cystitis which are identical with 
haematuria cases in Nemuro were also obtainable. 

4. AIlY organ except the bladder has no remarkable lesiol1S. 

Based 011 the results obtained as above， the relation between th巴 casesof Nem uro and Sapporo事re
distinct1y concluded as follows: 

1. Crstitis simplex are highly observed in cattle and the lesions are， in generally， cured， however， 

the lesions in haematuria cases in Ncm ¥1I・ohecome severe and com plex. 

2. The cases obtained in Nemuro are placed in the same patho・morphogen巴ticcategory with that of 

Sapporo・
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3. As morphogenetic causes of haematuria， it is noteworthy that the thickening of submucous mem-
brane with formation of blood capillaries and neoplastic changes are cited. 

4. It is conjecturable that the accumulation of causal factors in specific environment is a cause of 

rcmarkable occurrence of the haematuria in Nemuro district. 

附圃説明

Fig. 1.: 71，ホルスタイン， !?， 10j竣，幌向産。 H.-E.染色。 X160。

勝脱粘膜下織に於ける肥厚，浮腫，血管新生及び細胞浸I閣を示す。

Fig. 2.: H. 2，ホルスタイン， !?， 8滋， ~II路産， H.-E.染色。 X160。

勝脱闘有暦・粘膜下織に於ける高度の出血及び粘膜剥離を示す。

Fig. 3.: H. 4，ホルスダイン， !?， 14歳，錫11路産。 H.-E.染色。 X1600 

勝目光膜下織の肥厚，i字膜及ひ'高度の淋巴球集族を示す。

Fig. 4.: H. 92，ホルスタイン!?， 6歳，札幌産。H，-E.染色。 X1600 

腸腕固有暦・粘膜下織に於ける著し〈高度の出血を示す。

誌 4例は何れも慢性物lである。
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